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大阪難波ロータリークラブ週報 

今 日 の 卓 話 

９月２９日（木） 

テーマ  

  「健康と近況について」 

卓話者   

     長崎 武 会員 

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

１０月６日（木） 

テーマ  

     

卓話者 井上暎夫様   

卓話担当者

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：林 博之  幹事：松田禎胤  会報・雑誌委員長：川井宗次  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

（国際ロータリー会長 ジェニファー E. ジョーンズ  ） 

 ２０２２-２０２３年度 国際ロータリーのテーマ 

「IMAGINE ROTARY（イマジン・ロータリー） 」 

（第2660地区ガバナー 宮里唯子 ） 

 ２０２２．９．２９  №２１５６ 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計    ￥５０，０００ 

本日までの累計    ￥９６１，０００(97％達成) 

9月末の予算額     ￥９９０，０００ 

出 席 報 告 

前回 ９月２２日 ３週前 ９月１日 

会 員 総 数 ６ ３ 名 

出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率 8 1 . 0 3％ 

出 席 会 員 数 
４ １ 名 

出 席 率 ７ ０ ％ 

第１２回例会  本日のプログラム 

開 会 （点鐘） 通算第２１５６回例会 

・ロータリーソング 「我らの生業」 

・ソングリーダー  岡本真一郎会員 

・来客紹介     友好委員 

 

会 食 

・歌とピアノ    木下裕子 

・会長報告     林 博之会長 

・幹事報告     松田禎胤幹事 

・委員会報告    各委員長 

・出席報告     出席委員 

・ニコニコ箱報告  ＳＡＡ 

・卓話  

 

閉 会 （点鐘） 

 

2022年9月27日（火曜日）第1回友好ゴルフコンペを開催し18名の皆さんにご参加頂きました。 

コンペ会場は、伊藤会員が手配して下さった開業62年になる奈良の名門「飛鳥カンツリー倶楽部」

で、手入れが行き届いた素晴らしいコースをラウンドさせて頂きました。 

また、林会長から参加メンバー全員へ、高山かきもちを手土産としてプレゼントして頂きました。 

コンペには、RACから林海晟会員が初参戦され、若さみなぎる豪快なスイングでRC会員を驚か

せ、参加メンバーとも楽しみながらラウンドして頂き、親睦を深める事ができました。コンペ後は

表彰式を行い、中川博之会員がベストグロスで優勝し、今回新しく作成した友好ゴルフコンペのト

ロフィーを授与させて頂きました。こちらのトロフィーは、今後も持ち回りで使用し、友好ゴルフ

コンペの歴史を紡ぐ象徴として使用していきますので、是非その歴史に新たな名前を刻んで下さい

ませ。 

表彰式では、各賞も発表させて頂き、食事をしながらコンペの話で盛り上がり、それぞれ楽しい時

間を過ごして頂きました。 

今回の友好ゴルフコンペでは、朝早くから集まって頂き受付を担当して頂いた日髙会員、秋田会

員、また領収証発行などサポート頂いた安部さん、コンペ運営のご協力をありがとうございました。      

１位：中川博之会員  ２位：森圭司会員  ３位：西原芳博会員      文責：宮本倫明 

これからの予定 

10月 6日（木）例会・定例理事会    10月 8日（土）公共イメージ向上セミナー 

10月13日（木）例会（ガバナー公式訪問）10月20日（木）例会 

10月21日（金）IM第4組金輪会      10月27日（木）例会 

10月27日（木）大阪中之島ＲＣ３０周年祝賀会 

11月 3日（木・祝）休会 

大阪難波ＲＣ（毎週木曜日） 

 ZOOMミーティング 

https://zoom.us/join 
ミーティングID：878 7835 6889 
パスコード：godo8960 

  ♪ 我 等 の 生 業 

  我等の生業
なりわい

さまざまなれど 

  集いて図る心は一つ 

  求むるところは平和親睦
やわらぎむつび

 

  力
つと

むるところは向上奉仕 

  おゝロータリアン  我等の集い 

https://zoom.us/join


★来客紹介：秋田友好委員 

 

 中川博之会員ゲスト 河内 理様 

 大阪難波ＲＡＣ   林 雄大様 

 

 

 

  

 

 

★会長報告：林会長 

1.本日のSDGsは目標3「全ての人に健康と福

祉を」について解説いたします。まずこ

の目標がどんな内容の目標なのかという

と、すべての人が適切な健康増進、予

防、治療、機能回復のサービスを適切な

支払い可能な費用で受診できるようにし

ようと、いう目標です。日本は身近に病

院があり、良い環境があり、医療の必要

性を知るという事は出来てはいますが、

その一方で世界に目を向けてみると、毎

年600万人の子供が5歳の誕生日を迎える

前に命を落としています。世界の約4分の

1は、水や環境汚染など環境問題が深刻な

状況にある中、世界で36億人の人が、適

正な医療サービスが受けられない、とい

う状態にあります。世界人口が78億人で

すので、約半数近い人々が適正な医療を

受けれない状態にあります。まずは自分

自身の健康に気をつけるということが重

要です。世界の現状を知ると、ロータ

リーのエンドポリオの活動は素晴らし活

動だと思っています。日本からでもでき

ることは多くあると思いますので、少し

でも関心を持っていただいて、行動に移

すということで世界が変わっていくと思

います。  

 

★幹事報告：松田幹事 

1.１０月６日例会終了後、定例理事会を開

催させていただきますので、理事役員の

方はご出席下さい。 

2.ロータリー米山奨学会より当クラブに、

米山功労クラブ感謝状が届いておりま

す。 

3.女性会員についてのアンケートをポス

ティングさせて頂いております。お帰り

の際、受付にございます箱にお入れくだ

さい。よろしくお願いいたします。 

 

★委員会報告：ありません。 

 

★ニコニコ箱報告：飛田会員 

林 博之：入会記念日、自祝。まる１２年

が経ちました。今夜ＲＡＣがあ

ります。よろしくお願いしま

す。 

松田禎胤：入会記念日、自祝。 

西原芳博：日曜日、奈良のサウナで至福の

ひと時を一人で過ごしていると

川口さんに会いました。お互い

家族の粗大ごみにならないよ

う、頑張りましょう！ 

荒山義雄：例会欠席お詫び。 

宮本倫明：本日、卓話させていただきま

す。宜しくお願いいたします。 

段 正峰：例会欠席お詫び。 

藤原秀之：例会欠席お詫び。 

飛田了介：台風で色々と大変でしたが、負

けずに頑張りましょう！ 

 

★卓話  

テーマ 「ドバイ万博から見えてきたもの」 

卓話者       宮本倫明 会員 

   

 2021年10月1日〜2022年3月31日の半年

間、「2022年ドバイ国際博覧会」が開催さ

れました。BIE（博覧会国際事務局）の承認

のもと開催される博覧会でも５年の期間を

おいて複数のテーマに基づいて開催される

「登録博覧会」で、近年では、「2010年上

海博（中国）、「2015年ミラノ博（イタリ

  前回の記録  第１１回 ９月２２日（木） 

ア）」に続く万博でした。 

ドバイは、アラブ首長国連邦（UAE）の７つ

の首長国の一つで、アブダビなど近隣の首長

国とは違い石油が、ほとんど産出されないの

ですが、昔からの海洋交易拠点としての歴史

を活かし、かねてより大規模な開発投資を呼

び込む戦略で国家を維持されています。世界

一の高さ（828m）のブルジュ・ハリファや世

界一の大観覧車など、とにかくスケール感が

日本とは桁違いに大きく、人口も外国人の方

が多いという、ユニークな国家です。 

コロナの影響で、開催を１年延ばして昨年

2021年秋からの開催となりましたが、海外渡

航にはまだまだ制限があり、前半は入場者も

少なかったようです。ただ、開催に合わせて

造成した「EXPO City」の会場規模や会場配

置計画、各国のパビリオン建築、スマートな

運営など、これまでにないクオリティの高さ

には目を見張りました。会場設計や運営全体

のコンサルタントには、欧州の専門家たちが

多数入り込んでいて、協会本部も欧州人とア

ラブ人とで構成されているようでした。入場

者数も会期終了間際には、各国からも駆け込

み視察も相次いで、目標入場者数2,500万人

に迫る2,300万を超える来訪者となりまし

た。中国人がほとんどいなかったのが印象的

でした。 

視覚的にもランドマークとなるアルワスルプ

ラザ（Al Wasl Plaza）は、会場中央に位置

し、直径が130m、高さが67mで一際目立つの

ですが、なんといっても昼間は太陽光をいい

感じで遮光し、夜は巨大天空プロジェクター

に様変わりするというダイナミックな発想が

素晴らしかったです。建設には1970年大阪万

博で膜構造建築分野のパイオニアとなった大

阪出身の太陽工業さんも関わっておられまし

た。外国パビリオンの高さ制限も30m弱で、

各国工夫を凝らし、ドバイのスケール感を意

識してか、相当インパクトのあるデザインと

なっていました。会場でも１,2を争う人気館

となった日本館は、予算の関係で設計変更を

余儀なくされ、高さも２階建てに設計変更さ

れ、コンパクトな佇まいでした。 

 特筆すべきは、日本の万博のように、終了

後はほとんど撤去されるパビリオン群が、会

期終了後も７割が残され、ビジネス拠点や研

究拠点として再利用されるとのこと。投資金

額も相当な額が投入されていますが、きちん

と回収を考えてプランされているのがドバイ 

らしいと感じました。会期中にオフィスやビ

ジネス拠点として各国政府や多国籍企業にテ

ナント募集をしているのが印象的でした。 

 さて、いよいよ2025年は、夢洲で「大阪・

関西万博」が開催されるわけですが、今回ド

バイ万博を見て、いろいろ考えさせられるこ

とも多く、雑駁ではありますが所感をお話し

させていただければと思います。 

そもそも万博とは、BIE（博覧会国際事務

局）が述べているように、「万博は、魅力的

なアクティビティを通じて、人類が直面する

根本的な課題の解決策を探るグローバルイベ

ント」だという定義がされていますが、実は

時代と共に 

開催動機、目指すところは変遷してきていま

す。万博は「教育・意識啓発」「コミュニ

ケーション・公共外交」「都市開発」「産業

開発」など多岐にわたる波及効果が期待でき

る行事です。ドバイ万博を見て、開幕まであ

と２年と少しと迫ってき

た「大阪・関西万博」に

ついて、数十年に一度の

チャンスを有意義に活か

すことの重要性を感じま

した。 

 

 

   

  

河内 理様   林 雄大様 


